道徳の時間学習指導案
指導者　中川　英子　 
１　学　年　第２学年　１２名
２　主題名　友達っていいな　【Ｂ　友情，信頼】
３　ねらい　自慢ばかりするやっくんに「先に行けよ。」と言われても，「いっしょに行こう。」ときっ

ぱり言い切ったゆうくんの気持ちを考えることを通して，困っている友達に対して声をかける気持ちは誰もがもっていて，友達と一緒だから楽しく笑顔になりやる気がおこることに気付き，友達と一緒に仲よく助け合い励まし合っていこうとする心情を育てる。
４　教材名　「ゆうくんとやっくん　(ゆっきとやっち)」
（出典：文部省道徳教育指導教材(指導の手引き)２　一部改作）
５　主題設定の理由
○　本主題は，内容項目のＢ「主として人との関わりに関すること」の１０「友達と仲よくし，助け合うこと。」にあたる。友情は，望ましい人間関係を築いていくために，欠くことのできない基本的なものである。友達は家族以外で特に深い関わりをもつ存在であり，良い友達関係は，学級での生活を共にしながら一緒に勉強したり，仲よく遊んだり，困っている友達のことを心配し助け合ったりする経験を積み重ねることで構築される。相手の立場を理解して思いやり，助け合いながら，ともに向上していこうとする気持ちは，確かな友情，信頼関係を育てる。友達関係を築いていくためには，自分と同様に，相手にも思いや願いがあることに気付き，自分の主張をするだけでなく，相手の思いを理解し助けようとしていくことが大切である。この時期の児童は，まだ自己中心的な部分が多く，自分の思い通りにしたい者同士の衝突もあるが，一方で，困っている友達に対して優しい言葉をかけるなど，他人の立場を認めたり理解したりする能力も徐々に発達してくる。仲よく遊んだり助け合ったりする中で，相手のことを考えて力を合わせ，友達がいることの良さを味わった経験を思い出しながら，友達と一緒に仲よく助け合い励まし合っていこうとする心情を育てていきたい。
○　本学級の児童は，アンケートの中で，全員「自分をよくわかってくれる友達はいる。」と答えている。また，「人の気持ちがわかる人になりたい。」と全員が思っている優しい子供達である。また，友達に言ってもらった「ありがとう。」「がんばっているね。」「いっしょに遊ぼう。」等の嬉しいと感じる“ふわふわ言葉”を贈り合うことで，互いに励ましあうことの素晴らしさを感じている。しかし，まだ自己中心的な部分が多く，自分の思い通りにしたいと考える者同士が衝突して，けんかになることも多い。
児童は，１学期「森のともだち」の教材で，森の友達の姿を見て大声で泣いたこんきちの姿を通して，友達と仲よく助け合うことの大切さを学んだ。また，道徳の時間が大好きで，「今日は，何の話だろう。」と心待ちにしている児童が多い。しかし，お話の場面把握をすることが難しかったり，自分の思いを上手く話せなかったり書けなかったりする児童がいる。教材提示や板書の工夫をしたり，発表の話型を意識させたり，児童の意を汲んでやった全体に広げたりして道徳的価値を深めることができるように努めている。
　○　本教材は，みつばちの子どもたちが飛ぶ速さを比べることになり，その競争中，ゆうくんが，腹痛で困っているやっくんを助け，優しく励まし共に飛んで行くという話である。自慢ばかりするやっくんを助けるか助けないか迷った末，きっぱりと「いっしょに行こう。」「友達だもん。」と言って友達を助けるゆうくんの姿から，友達と助け合い仲よく励まし合って友情を深めることの大切さについて考えるのに適した教材である。
指導に当たっては，導入で，自分たちが持っている「友達」のイメージをしっかり出させる。展開では，飛ぶことが人より少し速いことを鼻にかけ自慢するやっくんに，友達ではあるが少し嫌だなあと感じているゆうくんの気持ちに共感させる。中心発問の場面では，「いっしょに行こう。」ときっぱりと決心し友達を大切にしたゆうくんの気持ちを，ワークシートに書かせたり，役割演技をさせたりしながら考えさせる。「友達をほっといたり見捨てたりできるわけがない！」と，やっくんと一緒に行くことを選んだゆうくんの心情についてしっかり語らせ，困っている友達を放っておけない気持ちは，誰もがもっていることに気付かせる。安易に「友達だから」ではなく，友達だから助けるとはどういうことか，友達とはどういうものなのかを深く考えさせる。そして，友達と一緒だから楽しく笑顔になれること，友達と一緒だから頑張れることに気付かせ，自分の中にもそんな気持ちがあったことを自覚できるようにしたい。また，悔しい・悲しい・つらい・しんどいなどの気持ちについて考え合うことで，「どんな時も一人にしない！」という強い思いをもって友達と向き合わせたい。
【ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業の工夫】

・発問を精選する。

・視覚的情報を効果的に活用する。（場面絵，お面）
・考えや自己の振り返りを交流し合う場を設ける。
・身体表現化を取り入れる。（役割演技）
・ワークシートを活用し，自分の考えをまとめることができるようにする。
６　準備物　　

場面絵，短冊，お面，ワークシート，写真
７　学習指導過程

	段階
	学習活動
	主な発問と
予想される児童の心の動き
	・指導上の留意点

○ユニバーサルデザインの視点による支援

★児童への評価の観点

	導

入
	１　自分たちの生活から友達についてのイメージを考える。
	○「友達」って何ですか。
・いっしょに遊ぶ人

・同じクラスの人

・仲がいい人
・気が合う人
	・「友達」のイメージを自由に出し合い，価値への方向付けをする。


	展
開
	２　教材「ゆうくんとやっくん」の範読を聞いて話し合う。

	○やっくんの自信たっぷりの言葉を聞いて，ゆうくんはどんなことを思ったでしょうか。
・ひどいなあ。

・ぼくは一生懸命がんばろうって思っているのに，いやな言い方するなあ。

・いつも自信があっていいよな。

・自慢ばかりだなあ。
○お腹が痛くて苦しそうなやっくんに「先に行けよ。」と言われ迷ったゆうくんは，どんなことを考えているのでしょう。
・やっくん，今日は調子が悪いんだな。
・やっくんを助けていたら，ぼくが遅れちゃうなあ。

・どうしようかなあ。

・苦しそうだなあ。助けようかな。
・遅れたっていいから，助けようかな。

◎「やっくん，いっしょに行こうよ。」と，きっぱり言ったゆうくんは，どんな気持ちから言ったのでしょう。
・いっしょに行こう！
・もう迷わないよ。
・競争よりも，今，君を助けることの方が大事。

・友達だから助けるんだ。
　↓(補助発問や切り返しによる価値の深まり)
・友達をひとりにはできない。
・やっぱり友達といっしょがいい。
・友達を助けるのは当たり前のこと。
・友達と一緒だから，楽しい。
・友達と一緒だから，やる気が出る。
・友達と一緒だから，笑顔になれる。

○このように，友達と一緒だから楽しく笑顔になれたことはありますか。
・水泳記録会で，しんどかったけれど，友達が声をかけてくれて頑張れた。
・友達と一緒に町たんけんをしたから楽しかった。
・友達と一緒だと勉強のやる気が出た。
・友達と一緒に遊んだり話をしたりすると楽しく笑顔いっぱいになる。
	○場面把握をしにくい児童のために，分割提示をしたり場面絵を提示したり登場人物の色分けや名前を視覚的にわかりやすくしたりする。
・やっくんに自慢ばかりされて，不愉快な気持ちになったゆうくんの気持ちを考えさせる。
・自慢ばかりしていたやっくんなので，追いついた時は助けようとは思っていなかったが，苦しそうなやっくんを見て，助けようかどうしようか迷うゆうくんの気持ちを考えさせる。
○迷いは消え，友達の大切さに気付いたゆうくんの気持ちをワークシートに書くことで，自分の考えをまとめやすくさせる。
○児童がゆうくん，指導者がやっくんになって役割演技をすることで，友達を放っておけないゆうくんの気持ちに迫らせる。
・「友達だから助けるとはどういうことか。」「友達がいたらどんな良いことがあるのか。」と補助発問し，どんな時も友達のことを思い，助け合い，励まし合うことが友達であるということに気付かせる。
・役割演技後，他の児童に感想を言わせシェアリングし，友達関係を築くことの良さに気付かせる。

★困っている友達に対して声をかける気持ちは誰もがもっていて，友達と一緒だから楽しく笑顔になれることに気付くことができる。（ワークシート・発言）

・中心発問での思考の深まりの中で，ねらいとする道徳的価値が自分の中にもあることに気付かせる。



	終末
	３　写真を見て振り返る。

	○先生の話を聞きましょう。
・やっぱり友達っていいな。
・友達に声をかけたり励まし合ったりするのが友達だ。
	・指導者が見取った児童の様子を紹介して友達のよさを感じとらせ，余韻をもって終わる。


８　板書
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９　ワークシート

【道徳的価値の自覚を深める指導になるために】
―考えさせる道徳・議論する道徳―
	行い

行動
	でも，きっぱりと，「やっくんいっしょに行こうよ。」
「いいんだよ。友だちだもの。」


	登場人物が
感じたこと
考えたこと
	・いっしょに行こう！
・もう迷わないよ。

・競争よりも，今，君を助けることの方が大事。

・友達だから助けるんだ。

・困っている友達をほっとけないよ。


	道徳的価値
考え方や生き方
信念
	・友達をひとりにはできない。

・やっぱり友達といっしょがいい。
・友達を助けるのは当たり前のこと。
・これからも，友達はずっと友達だ。
・これからも，友達を大切にして，遊んだり勉強したりしていこう。
・友達は，悲しいときやつらいときも一緒なんだ。

・友達と一緒だから，楽しい。
・友達と一緒だから，やる気が出る。
・友達と一緒だから，笑顔いっぱいになれる。




第２学年　　ピーナッツプログラム　《２学期》




















友だちっていいなあ。


　　たすけあう


ひとりにしない


いっしょだと


楽しい


やる気になれる


えがおいっぱいになれる


つらいときもいっしょ


かなしいときもいっしょ


それが　友だち


これからも　友だち








きっぱりと





ゆうくん





友だち








・ぼくはおくれたっていいよ。


・このままひとりにはできない。


・今、きみをたすけることの方が大じ。


・やっぱり友だちといっしょがいい。


・友だちなんだからたすけるんだ。


・友だちをたすけるのはあたりまえ。








いいんだよ。


友だちだもん。





いっしょに行こうよ





ゆうくんとやっくん











・なかがいい人


・同じあそびがすき


・気が合う





・ひどいなあ。


・いやな言い方するなあ。


・いつもじしんがあっていいよな。


・じまんばかりだなあ。





どうしよう








ありがとう





「やっくんいっしょに行こうよ。」と、きっぱり言ったゆうくんは、どんな気もちから言ったのでしょう。











ぼくのことはいいから、先に行けよ。











じしんたっぷり





ゆうくんがいくらがんばっても、だめだよ。ぼくにはかてっこないさ。





やっくん





＜プログラム名＞　友達と　えがおいっぱい　つくろうよ！





○自分がやるべきことは，しっかりと行う子供


◎友達と仲良くし，助け合う子供


○我が国の郷土の文化や生活に親しみ，愛着を持つ子供





ねらい


【低学年】





道徳の時間





児童の意識





体験活動等


（行事・総合的な学習の時間・生活科・特別活動・各教科・日常の指導）
















































































《学校行事》「校内水泳記録会」


　みんなで励まし合って，お互いの練習の成果を認め合う。





♡友達といっしょにいると，楽しいなあ。








《学校行事》「社会見学」


　班のみんなで協力しながら，１・２年生一緒に社会見学をして，動物と触れ合いを楽しむ。１年生のことを考えながら行動する。





「学きゅうえんのさつまいも」


Ｂ　思いやり，親切


身近な人々に温かい心で接し，だれにでも進んで親切にしようとする心情を育てる。





「ゆうくんとやっくん」


Ｂ　友情，信頼


自慢ばかりするやっくんに「先に行けよ。」と言われても，「いっしょに行こう。」ときっぱり言い切ったゆうくんの気持ちを考えることを通して，困っている友達に対して声をかける気持ちは誰もがもっていて，友達と一緒だから楽しく笑顔になりやる気がおこることに気付き，友達と一緒に仲よく助け合い励まし合っていこうとする心情を育てる。





♡友達といっしょだと，うれしい時は，笑顔いっぱいになれる悲しい時も心強い。これからも，友達を大切にして，遊んだり勉強したりしていこう。








《国語科》「お手紙」


お手紙を一度ももらったことがないがまくんの気持ちを考え，かえるくんの友達を思う優しさを読み取る。





《学校行事》「学習発表会」


　みんなで協力して，劇の発表をする。お互いの頑張りを認め合う。





＜めざす子供の姿＞


友達といっしょに，遊び，学び，生活し，笑顔いっぱいになる子供
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